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これは世につたえておきたい 
　　　　　かたっておきたい 
わが胸の底から真実のおもい 
人生幾山河のめぐりあい 
あの日の風やひかり　そして空のひとひら 
哀歓のかがり火に生きた幾年月の路 
「自分史図書館」は　その証言館です。 

○ 絵本　山頭火 
画　平 井 光 典 
文　志 村 有 弘 

 
　だまって今日の草鞋穿く 
 
　亡き平井光典先生は、筑後市にお
住いのお医者さんであったが、画家、
作家、俳人と多彩なお顔の先生であ
った。山頭火の句に添えられた絵は
ほのぼのとして味わい深い。 
　志村有弘氏の解説にも妙味が漂っ
ていて、絵と句が賞味される。 
　踏みわける萩よすすきよ　山頭火 

○ そうだったのか！アメリカ 
池  上　彰（ホーム社刊） 

　池上彰氏はNHK「週刊こどもニュ
ース」で顔なじみの報道記者であっ
た。去る３月退職。11月の一燈大学
に講師で迎えたとき、この一冊を頂
戴した。講演は「ニュースを読む」 
　興味深く聞いたのは、国によって
異なる世界地図。わが国が世界の中
心。イギリス、アメリカ、みんな自
分の国がまんなかに位置する。宇宙
から見た世界地図だけが国境がなく、
緑と砂漠の色わけ。小、中学校の先
生たちに聴いていただきたい講演で
あった。この本では、アメリカの素
顔が見えてくる。 

™私の稀覯本ノート　その14 
椎窓　猛 

 
¡「付録」と「砂漠の町とサフラン
酒」～山福さん親子の本について 
 
　山福康政さんの俳句と絵の本「付
録」は昭和54年（1979）の発行。 
　山福さん２歳、父母と昭和５年九
州若松へ流れた日からはじまる自分
史絵本である。関門海峡冬景色、母
の眼には涙、２歳のボクはねんねこ
におんぶされてバンザイ！頁をめく
るごとに北九州の変遷もうかがわれ
てくる笑いとペーソスにまぶされた
ユニークなものがたり。山福さんは
「北九州のある片隅のふらふら人間
雑記帳」と帯にしたためられている
が、その詩と真実には胸を打たれる。
山福さん逝かれて幾年月か。 
　去る１月19日、私の村が主催する
「世界子ども愛樹祭コンクール」選
考会に上京の折、娘さんの朱実さん
が「砂漠の町とサフラン酒」を出版
したことを知り、祝意を表したいと
考え、選考会場までおいで願った。 
　木版画の絵本で、小川未明の童話
を絵本にしたもので、これまたユニ
ーク。親の血をひく絵本画家と感服
しながら亡き山福さんをしのぶ機会
ともなったのである。（自分史図書館長） 
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○ 春吉句集 
 
　畑春吉さんは明治32年、山門郡大
和町の生まれ。さしてくわしい年譜
は記されていないが、俳句、短歌に
親しみ、昭和49年明治神宮秋の大祭
献詠歌に入選。 
　
雨ほしと思ひつゝ蒔く大根の種 
　みずみずし土におちつく

 
 
昭和56年12月永眠。塩塚彪さんが
発行人となり、東兄弟印刷で刊行。 
　筑後の野趣を句や歌に詠じた人と
して記憶にとどめたく24年ほど前に
発刊の句集をここにとりあげた。 

○ 徐福論 
　いまを生きる伝説　　　逵　志保 
 
　柳川在の二紀会画家北原悌二郎先
生も昨今、「徐福伝説」をテーマに
描かれているとのことだが、百薬不
老不死の薬を求め、はるか2200年
のむかし、秦の始皇帝時代、わが国
へ渡ってきたというおぼろな伝説は、
今に興味関心を抱かされる。 
　この伝説はわが国各地に残ってい
るらしいが、身近かなところでは、
八女市山内の「童男山ふすべ」に残
る物語が有名である。 
　はなしは、東へ東へと不老不死の
薬を求め渡ってきた徐福が息たえだ
えでこの地で倒れているのを火を焚
き介抱したら息を吹き返し、この地
の人々の暖かい「情」に深く礼をの
べて亡くなったとの由来が記述され
ている。 

八女に残る徐福伝説は、山内の童男山古墳に残り、江戸時代
の文献に出てきます。 
現在では、「童男山ふすべ」と云う行事が毎年1月20日に、
川崎小学校の児童によって行われています。 
古墳の周辺を清掃し、枯れ枝や落ち葉に点火、徐福と童男山
ふすべの由来を物語りにした紙芝居を上演します。 

童男山ふすべ 



豆つぶ先生がんばる 
すりごま半世紀 
ストレイ　シープ 
母の心そのままに 
句集　白游 
書いてまた消すごはんの便り 
ある兵隊の記録 
悲惨太平洋戦争 
南十字星の下で 
句文集　かたりべ 

受贈図書紹介 蔵書目録 ができました 
￥１６０ 送料込（郵便切手可） 13

○ 中国と私、その自分史 
　　　木 村　 連 

 
　「黄櫨」の会員野尻展郷さんの寄贈本
である。 
　サブ・タイトルに、「一兵卒の絵とメ
モリーによる、ひとつの昭和史」とある。
目次に、満鮮修学旅行とあるが、三池中
学四年生の春から説きおこされ、二度に
わたる応召での満州、ソ連国境、ノモン
ハン事件体験から敗戦まで、従軍スケッ
チをふくめての貴重な体験記である。 
　木村さんはスケッチについて「特別な
絵の教育を受けていない私が、昭和19年
から21年まで、寸暇をみつけて描いたも
のである。」「背のうにしのばせた、わ
ら半紙にとぼしい画材で描いたスケッチは、
中国から引揚げるとき、規則では没収」
ものを、後生大事に体にしのばせて帰国

した」と述べられている。このスケッチ
が記憶の掘りおこしに役立ったとのこと
だが、その精密な描写に私は感服させら
れる。 
　木村さんのこの一冊を手にしたとき、
とっさに思いうかべたのは、半藤一利氏
の「昭和史」（平凡社刊）であった。「満
州国は日本を“栄光ある孤立”に導いた」
といった章と照合して読めば、陸軍の派
閥争いから始まる関東軍の野望に狩りだ
された兵卒の運命が木村さんのこの自分
史によって証言されるように思われてくる。
木村さんのこの兵卒体験記を半藤さんが
読まれたら、どのような感想をもたれるか、
お尋ねもしてみたいものだと私は考える。 
　この一冊は、われらが「自分史図書館」
の貴重な収蔵本であると記しておきたい。
そして野尻さんにも感謝申します。 

順次紹介していますが受贈日より多少遅れます。 
あしからずご了承下さい。 
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編集掌記 編集掌記 

 ………………くすの実俳句会　黒 木 町 
………………………今木　恭子　福 岡 市 

………北原梯二郎　柳 川 市 
世良田静江　筑 後 市 

……………………………野田　恭子　北九州市 
……堀江　悦子　柳 川 市 

………………………………吉富　　徳　北九州市 
…………………………吉富　　徳　北九州市 
………………………真鍋　　厚　立 花 町 

……………………………舩木　捷彦　　　　　 

 
…………………杉原　剛介　　　　　 

……………………………陶山よし子　太宰府市 
………………………江上　　正　　　　　 
………………………野尻千穂子　熊 本 市 

……………古賀　通生　柳 川 市 
……………玉谷　直実　奈 良 市 

……………………………碇　　久義　久留米市 
………………佐々木千鶴子　熊 本 市 

…古賀　健介　三 潴 町 

…………………………………内田　玲子　小田原市 
……………………………馬場和加子　天 草 町 

豆つぶ先生がんまるよ 
すりごま半世紀 
ストレイ　シープ 
母の心をそのままに 
句集　白游 
書いてまた消すごはんの便り 
あり兵隊の記録 
悲惨太平洋戦争 
南十字星の下で 
句文集　かたりべ 

○ 文連五十周年の記録 
　　　　　  八女文化連盟 

○ 九州歌碑の山旅 
　　　　　  　  井 上　 優 

○ 彷徨と回帰 
　　　　　  　中野　章子 

小 郡 市  

熊 本 市  

静 岡 県  

宮 崎 県  

東 京 都  

鹿児島市 

伊集院町 

伊集院町 

小 郡 市  

小 郡 市  

 ……………… 瓜生　桂子 
…………………… 鬼崎　接世 
………………… 山口　　博 
………………… 秋森　房子 

………………………… つつみ眞乃 
…… 河村　秀敏 

…………………… 岩元　一夫 
…………………… 岩元　一夫 
…………………… 永田　呂邨 
………………… 永田　呂邨 
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入館無料 

開館／ 
　午前９時～午後５時30分 

休館／ 
　日曜、土曜日、祝祭日、年末・年始、 
　その他休館することがあります。 
　予めご確認下さい。 

貸し出しはしておりません。 

インターネットでもご覧になれます。 http://www.jibunshitosyokan

〒833-0032  筑後市野町423－8  
TEL・FAX 0942－53－8122 
西鉄バス野町停留所より徒歩5分 


